
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
メ
キ
シ
コ
・
オ
ア
ハ
カ
州
で
つ
く
ら
れ
る

木
彫
り
（
ア
レ
ブ
リ
ヘ
）。

1
9
5
0
年
代
に
土
産
も
の
と
し
て
作
り
は
じ
め
ら
れ
（
最
初

に
作
り
は
じ
め
た
の
は
ア
ラ
ソ
ー
ラ
村
の
マ
ヌ
エ
ル
・
ヒ
メ
ネ
ス

氏
）、
造
形
や
色
彩
の
お
も
し
ろ
さ
か
ら
1
9
8
0
年
代
後
半
に

一
気
に
ブ
ー
ム
と
な
り
、
い
ま
や
多
く
の
作
家
が
個
性
と
創
造
性

を
競
う
メ
キ
シ
コ
の
代
表
的
な
フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト
の
ひ
と
つ
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

写
真
で
紹
介
し
て
い
る
も
の
の
他
に
、
カ
エ
ル
や
ブ
タ
、
イ
ヌ
や

ネ
コ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
動
物
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
展
示
で
ご
覧
に
な
っ
た
木
彫
り
の
仲
間
た
ち
を
、
お
う

ち
に
持
ち
帰
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

特
別
展

「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル 

霧
の
森
の
く
ら
し
」

会
期　

6
月
11
日
（
火
）
ま
で

会
場　

特
別
展
示
館
1
階

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
要
観
覧
料
）

「
ザ
フ
ィ
マ
ニ
リ
の
家
壁
文
様
を
彫
ろ
う
」

展
示
場
に
用
意
し
た
木
材
に
ザ
フ
ィ
マ
ニ
リ
の
家
壁

文
様
を
彫
り
す
す
め
て
大
き
な
家
壁
を
つ
く
ろ
う
。

「
ザ
フ
ィ
マ
ニ
リ
の
文
様
を
編
も
う
」

ザ
フ
ィ
マ
ニ
リ
で
つ
く
ら
れ
る
カ
ゴ
や
帽
子
・
敷
物

に
編
ま
れ
て
い
る
文
様
を
編
ん
で
み
よ
う
。

※
以
上
は
毎
日
開
催
、
当
日
受
付
、
参
加
無
料

「
ザ
フ
ィ
マ
ニ
リ
の
敷
物
を
編
も
う
」

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
か
ら
持
ち
帰
っ
た
草
を
た
た
い
て
平

に
し
て
、
敷
物
を
編
も
う
。

日
時　

6
月
11
日
（
火
）　

14
時
〜
16
時
30
分

※
当
日
受
付
、
参
加
無
料

◆
み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド・
サ
ロ
ン

詳
細
は
、
本
誌
24
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

企
画
展

「
ア
リ
ラ
ン
―The Soul of K

orea

」

韓
国
国
立
民
俗
博
物
館
で
2
0
1
2
年
に
開
催
さ

れ
た
「
ア
リ
ラ
ン
展
」
が
世
界
を
巡
回
し
ま
す
。
そ

の
最
初
の
展
示
を
大
阪
に
あ
る
本
館
で
開
催
し
ま
す
。

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館 

講
堂

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

定
員　
4
5
0
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　
無
料
（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（平日9時～17時）　FAX 06-6878-3716
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

電話  06-6876-3112
FAX  06-6876-0875
e-mail shop@senri-f.or.jp
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ
「World Wide Bazaar」

http://www.senri-f.or.jp/shop/

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

友の会

国立民族学博物館
ミュージアム・ 
ショップ

会
期　

6
月
11
日
（
火
）
ま
で

会
場　

企
画
展
示
場
Ｂ

「
ア
マ
ゾ
ン
の
生
き
物
文
化
」

野
生
の
サ
ル
や
鳥
な
ど
を
ペ
ッ
ト
に
し
て
飼
い
慣
ら

す
な
ど
、
地
球
最
大
の
熱
帯
林
を
持
つ
ア
マ
ゾ
ン
の

生
き
物
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　

8
月
13
日
（
火
）
ま
で

会
場　

企
画
展
示
場
Ａ

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
夏
の
ア
マ
ゾ
ン
探
検
隊

　

―
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
挑
戦
！
」

夏
の
自
由
研
究
は
こ
れ
で
解
決
！ 

企
画
展
「
ア
マ
ゾ

ン
の
生
き
物
文
化
」
の
展
示
場
を
熱
帯
雨
林
に
見
立

て
て
探
検
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
時　

7
月
26
日
（
金
）　

10
時
30
分
〜
16
時

　
　
　
（
受
付
10
時
か
ら
）

対
象　

小
学
4
年
生
〜
6
年
生

※
事
前
申
込
制　
（
先
着
20
名
）、
参
加
無
料

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

情
報
企
画
課
「
夏
の
こ
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
係

w
o

rksho
p

@
id

c.m
inp

aku.ac.jp

「
世
界
の
ニ
ッ
ポ
ン
、み
ん
ぱ
く
の
ニ
ッ
ポ
ン

―
夏
〜
秋
の
み
ん
ぱ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
」

新
し
く
な
っ
た
日
本
の
文
化
展
示
「
祭
り
と
芸
能
」、

「
日
々
の
く
ら
し
」
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

6
月
か
ら
11
月
ま
で
の
期
間
に
、
展
示
の
テ
ー
マ
に

関
連
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
瞽ご

ぜ女
文
化
に
さ
わ
る
」

盲
目
の
旅
芸
人
で
あ
る
瞽
女
の
歴
史
や
役
割
に
つ
い

て
、
秋
山
郷
の
復
元
民
家
内
で
実
際
に
資
料
に
さ
わ

り
、
瞽
女
唄
を
聴
く
こ
と
に
よ
り
理
解
を
深
め
ま
す
。

日
時　

6
月
22
日
（
土
）、
7
月
27
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分
、

　
　
　

15
時
〜
16
時
（
受
付
13
時
か
ら
）

会
場　
日
本
の
文
化
展
示
場
秋
山
郷
の
復
元
民
家
内

※
当
日
先
着
順
、
各
回
定
員
8
名

　

参
加
無
料
（
要
観
覧
料
）

オ
ア
ハ
カ
の
木
彫
り

●
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ

6
月
30
日
（
日
）
は
、
本
館
展
示
を
無
料
で
観
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
自
然
文
化
園
を
通
行
さ
れ

る
場
合
は
、
入
園
料
が
必
要
で
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
9
時
か
ら

17
時
（
土
日
祝
を
除
く
）
で
す
。

友
の
会
講
演
会
（
大
阪
）

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館　
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

第
4
2
1
回　

7
月
6
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

【
新 

日
本
の
文
化
展
示
関
連
】

罠
猟
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
│
動
物
と
の
根
比
べ

講
師　
野
林
厚
志
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

狩
猟
用
の
罠
は
、
身
近
な
素
材
を
利
用
し
て
誰
で
も
作
る
こ
と
が

で
き
、
サ
イ
ズ
や
作
動
す
る
仕
組
み
を
千
差
万
別
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
知
恵
の
継
承
が
伝

播
論
で
は
説
明
で
き
ず
、
発
明
の
時
空
間
が
多
様
な
点
で
す
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
日
本
の
文
化
の
展
示
場
に
あ
る
、
現
代
の
日
本

の
罠
を
て
が
か
り
に
、
罠
の
進
化
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
4
2
2
回　

8
月
3
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

【
新 

日
本
の
文
化
展
示
関
連
】

日
本
の
森
と
ミ
ツ
バ
チ
と
人

講
師　
池
谷
和
信
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

東
京
講
演
会

会
場　
モ
ン
ベ
ル
渋
谷
店 

５
Ｆ
サ
ロ
ン

定
員　

70
名
（
要
申
込
）
※
今
回
は
一
般
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

第
1
0
6
回　

6
月
30
日（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

ト
ゥ
バ
人
た
ち
の
住
む
と
こ
ろ
│
21
世
紀
の「
探
検
」
談

講
師　
小
長
谷
有
紀
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

昨
年
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
に
ま
た
が
っ
て
く
ら
す
ト
ゥ

バ
人
を
取
材
し
ま
し
た
。
国
境
を
接
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

手
続
き
上
、
毎
回
、
北
京
に
戻
っ
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
行

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
24
日
間
、
数
千
キ
ロ
に
も
お
よ
ん
だ

取
材
道
中
で
は
、
で
こ
ぼ
こ
道
を
馬
の
背
に
ゆ
ら
れ
、
通
り
が
か

り
の
若
者
に
テ
ン
ト
と
車
を
交
換
し
て
も
ら
っ
て
助
け
ら
れ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
と
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は

ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
ト
ゥ
バ
人
の
く
ら
し
を
ご
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
内
奥
部
に
も
確
実
に
押
し
よ
せ
る
現

代
世
界
の
波
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま
す
。

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ 電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）

み
ん
ぱ
く
映
画
会

民
族
誌
映
画
制
作
の
方
法
論
の
開
拓
に
と
り
く
む

本
館
川
瀬
慈
助
教
に
よ
る
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
音
楽
や

宗
教
、
子
供
た
ち
を
テ
ー
マ
に
し
た
3
本
の
映
像
を

上
映
し
ま
す
。

「
文
化
の
記
録
と
映
像
表
現
」

日
時　

6
月
16
日
（
日
）　

13
時
30
分
〜
16
時

　
　
　
（
開
場
13
時
）

会
場　

講
堂
（
先
着
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

音
楽
の
祭
日
2
0
1
3 

in 

み
ん
ぱ
く

1
9
8
2
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
、
夏
至
の
日
に
み
ん
な

で
音
楽
を
楽
し
む
「
音
楽
の
祭
典
」
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
み
ん
ぱ
く
で
も
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器

を
使
っ
て
「
音
楽
の
祭
日
」
を
祝
い
ま
す
。

日
時　

6
月
30
日
（
日
）　

10
時
15
分
〜
16
時
45
分

会
場　

特
別
展
示
館
1
階
お
よ
び

　
　
　

本
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
当
日
は
無
料
観
覧
日
で
す
）

お
問
い
合
わ
せ
先

情
報
企
画
課　

音
楽
の
祭
日
担
当

電
話　

0
6
・
6
8
7
8
・
8
5
3
2

●
小
長
谷
教
授
が
紫
綬
褒
章
受
章

4
月
29
日
、
本
館
民
族
社
会
研
究
部
小
長
谷
有
紀

教
授
が
紫
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

●
佐
々
木
高
明
先
生
を
し
の
ぶ
会

4
月
4
日
に
逝
去
さ
れ
た
元
館
長
佐
々
木
高
明
先

生
を
し
の
び
ま
す
。

日
時　

6
月
12
日
（
水
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

献
花

会
場　

国
立
民
族
学
博
物
館

な
お
、
14
時
30
分
か
ら
石
毛
直
道
（
国
立
民
族
学

博
物
館
・
名
誉
教
授
）、
佐
藤
洋
一
郎
（
総
合
地
球

環
境
学
研
究
所 

副
所
長
・
教
授
）、
松
山
利
夫
（
国

立
民
族
学
博
物
館
・
名
誉
教
授
）
の
先
生
方
に
よ
る
、

佐
々
木
先
生
の
人
と
学
問
を
ふ
り
か
え
る
鼎て

い
だ
ん談

を
開

催
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
佐
々
木
先
生
の
関
連
映
像
・
写
真

資
料
を
公
開
し
ま
す
。

価格はすべて税込

第
4
2
1
回　

6
月
15
日（
土
）

【
新  

日
本
の
文
化
展
示
関
連
】

日
本
の
漁
業
を
考
え
る

講
師　
日
髙
真
吾
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

　
　
　

川
島
秀
一
（
東
北
大
学 

教
授
）

日
本
の
文
化
展
示
場
は
、

こ
の
た
び
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
な

か
で
、「
日
々
の
く
ら
し
」

で
は
、
里
、
海
、
山
で
営
ま

れ
る
く
ら
し
や
生
業
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
は
、
漁
業
に
つ
い

て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

網
の
補
修

メキシコの木彫り アレブリヘ
　ウサギ   　21,000円
　チワワ   　21,000円
　セイウチ  　21,000円
　バッファロー  　33,600円

　その他いろいろ　4,200円～

第
4
2
2
回　

7
月
20
日（
土
）

【
新  

日
本
の
文
化
展
示
関
連
】

色
を
創
る
、音
で
伝
え
る
、心
に
触
れ
る
―
瞽ご
ぜ女
が
み
た
風
景
―

講
師　
広
瀬
浩
二
郎
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

瞽
女
と
は
、
三
味
線
を
携
え
全
国
各
地
を
旅
し
た
盲
目
の
女
性

芸
能
者
で
す
。
21
世
紀
の

今
日
、
瞽
女
は
消
え
、
そ
の

存
在
を
知
る
人
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
視
覚
優
位
の

現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
瞽
女

文
化
は
ど
ん
な
意
味
を
持
つ

の
で
し
ょ
う
か
。
瞽
女
唄
の

録
音
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
、

色
・
音
・
心
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
瞽
女
文
化
の
可
能
性
を

考
え
ま
す
。

昭
和
40
年
代
、
新
潟
県
・
高
田
の
町
中

を
歩
く
瞽
女
（
写
真
提
供
・
上
越
紙
文

化
振
興
課
）

刊行物紹介
■池谷和信 著
『わたしたちのくらしと家畜』〈全2巻〉 　童心社　定価：各3,045円

■印東道子 編
『人類の移動誌』
臨川書店　定価：4,000円

人類はなぜ移
動するのか？
考古学、自然
人類学、文化
人類学、遺伝
学、言語学な
どの最新の研

究成果から明らかにした共同研究
の成果。

『（１）家畜ってなんだろう』
現代の私たちに
とって家畜の肉
は身近な存在で
すが、私たちは家
畜についてあま
り知りません。牛
や豚や鶏のみな

らず、世界中で活躍する家畜と人と
の多様な関係を紹介しています。

『（２）家畜にいま何がおきているのか』
地球環境問題や
食料問題をふま
えて、家畜と人
の未来をみつめ
る一冊です。東
日本大震災と家
畜とのかかわり

にも言及しています。

みんぱくfacebookページ　https://www.facebook.com/MINPAKU.official 12   13   	 2013 年 6月号


